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『ガンゴーツトリー国縁起譚』第1 章和訳

はじめに

沼 田 一 郎

ガ ンガーは北インド・ウッタラーンチャル州にその源流を発し てい

る。ガルワールヒマーラヤに属する レくギーラティー（Bhagirathi）連山］
。(1)

「シヴァリ ンガ（Sivaliiiga）峰」の麓なる氷河の舌端である「ゴームク

（Gomukh ）］から発するガンガーは、その10数km 下流で北行しているが、

それが「ガンゴーツトリー（Ganga ＾uttarT）」なる地名の由来である。

筆者は別稿でガンゴーツトリー（以下G）についての簡単な紹介と、当地

で入手した『ガンゴー ツトリー国縁起譚（Gahgotiariksetramahatmya岫1

（以下GM ）第1 章の試訳を部分的に公表したが、本稿で改めて邦訳を公

表する。G

については、すでに別稿 で紹介したが、その要点は以下のごとくで

ある。G はバギーラティー王の苦行の結果、ガンガーが天上から下降し

たという伝説に伝えられるまさにその場所として信仰を集め、 シヴア神

信仰のセンターとして、数多くの在家の巡礼や出家遊行者の訪れる地で

ある。今日の源流は上述のように更に上流のGomukh であるが、以前に

は氷河の舌端がこの地まで達していたのであるとい われている。G

に存在するGangottariMandir はGaiiga女神を本尊とし、その境内に

は諸神格を祀る祠が並び立つ。バラモンたちは、これら諸神格を供養す

る朝夕の勤行をけじめとする日々のスケジュールをこなす一方、参拝者

に対する祈祷 り笙頂の諸儀礼を執り行うo

テキストについて

本稿で紹介するGM のテキストは、G寺院近くの書店において冊子

体で販売されていたものである。この小冊子にぱGangotttri-gomukh
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mahatmauryatragahgastotra 四、sahasranamsahit" な る 表 題 の も と

に、以下のような資料（いずれもサンスクリットで書かれている）が収

録されている。1.SriGahgottariksetramahatmyam2.SriGomukhiyatra3.SriGangastotram4.SriGa

≒gasahasramamastotram

また、ウ ッタラ ーカンド地 方にある4大聖 地（Gaiigottri,Yamnottri,Kedarnath,Badrinath)

、並びにその周辺のポイントについてのヒンディ

ー語による解説を巻末に掲扶している。

今回取りあげる1のGM は全2章からなり、韻律は全文Slokaが用いられ

ている。なおテキストはに誤植や脱字、あるいは代用アヌスヅアーラが

しばしば見られるが、これらについてはいちいち断らずに正規形に修正

した。

和 訳

srigafigottariksetramahatmyam

神聖なるガンゴー ツトリー地方の縁起譚

prathamahkhandah
● ●●I

第1 部

naradauvaca/

brahmalokemahagosthyambrahmanacanyadaivataih/

munibhihsanakadyaiscamanditayammahatmabhih//!//

梵天とその他の諸神格、偉大な精神を持つサナカなどの仙人の集まる梵

天世界の大いなる集会において。

gayangaya 聯camahatmyamgaiigottaryahsusobhanam/ajagamaikadakasmaddevarsirnaradomunih//2//
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ガンゴーツトリーの素晴らしい縁起譚を歌いながら、ある時どこからと

もなく、神仙ナーラダがやって来たっ

vipancisusvaraistasyamahatmyamkirtayanmuhuh/

bhaktitahsamunisresthahprananamacaturmukham//3//
丿I ● 噛I

ヴィパンチーの妙なる音色とともに、その［地の］縁起譚を徐に歌いつつ、

そのムニの最上なる者（ナーラダ）は、仰の故に4 面の者（梵天）に敬

礼した。

brahmovaca

kimkimkathayabhadramtaasyatamatravaimune/

drstho'sibahukalenakutrakutratitamtvaya//4//
・●● ● ●
梵天は言った。

さて、めでたきことを語られよ。ムニよ、ここに座られよ。

汝は長い問知られていた。汝はどこを経巡っていたのか。

naradauvaca/

lokesutatratatraahamparyatannantatoabhyagam/

gaiigottar㈲himagirerhaimamastakasa 甲sthitam//5//

ナーラダは言った。

諾世界のあちらこちらを経巡って、ついに私はやって来たのである。

雪山の黄金にして、永遠に存在するガンゴーツトリーヘと。

divyavrksavanacchannamdivyapuspavisobhitam/

divyanadaii"vihamgana 甲sarvatomukharikrtara//6//

神聖なる本々と森とを衣とし 神聖なる花に飾られた、

鳥たちの神聖なる歌声があちこちにこだまするところ。

a]TO！visnupadisaksadavatirnadyulokatah//aditoyatramartyanamaksigocaratamgata//7//

ああ、ガンジスが目の前で、天界より下降したのである。

その時に、はじめて人問たちがその目で見ることとなったのである。
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bhagirathasilapunyavikhyatayatrarajate/

yasyamsthitvanrpasresthastapascakreslldal‘”卵9)//8//

そこにはよく知られた、めでたき「バギーラタの石」が輝いている。

そこに立って、最高の王は恐ろしい苫行を実行したのである。

gahgay帥ltatravaisnatvasam 面jyacasaridvaram/bhaktyanamasahasrenatustavacapunahpunah//9//

そこで、そのガンガーで沫浴して、最高の河に供養して、

信仰によって、その名を1000回唱えることによって、繰り返し繰り返し

喜ばせたのである、つ

garigottaratsamutthavagayannevamuhurmuhuh/

mahatmya 甲tirthavaryasyasamprapabhavadantikam//10//

ガンゴーツトリーから出発して、繰り返し歌いつつ、

素哺らしい聖地の縁起譚を。私はあなたのもとへとやって来ました。

brahmovaca

dhanyo'sikrtakrtyo'sidhanyodhanyahpunahpunah/

yattvayasevitamtirthapunyagangottarammune//W//

梵天は言った。

あなたは素晴らしい、あなたはなすべきことをなし終えていている、素

晴らしい、素晴らしい、全く。

あなたはめでたき聖地ガンゴーツトリーに仕えている、ムニよ。

bhagiratatapahsthanamtrisulokesuvisrutam/

idambhulokavaikunthamityjanihinarada//12//

バギーラタの苫行の場所は、三界において知られている。

これをこの世のヅイシュヌと知れ、ナーラダよ。

bhuktimuktipradamksetramanyannastidrsambhuvi/

kalidosavimuktamyatsaksadgagaviharabuh//Vi/
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享受と解脱をもたらすような、このような土地はこ の世には他になt，

カリ紀の欠点から解放され、実にガンジス川の遊びの地である。

け5 ）

anekasatasa 甲khyakaistatratatrograliiigakaih/anyayaiscavividhairdevagrahaihsamprapuritam//14//

あちらこちらが数百もの凄まじいリンガによって、また、そのほかの様々

なる神々の分身によって充ち満ちている。

ahobhagyodayastesarnyejanahparyupasate/

mahapunyamidamtirthamsuddhasattvagunodayam//15//

ああ、崇拝する人々の幸福が増すのである。

この大いなる福徳を持つ、清浄にして純粋なる性質をいや増す聖地を。

napapamnaduracarahkautilyamkutkarmaca/

nadharmadhvajitayatranavaduhkhammahadbhutam//16//

そこには罪なく、悪しさ慣習なく、奸計なく、悪しさ行いなく、

ダルマを損なうものもなく、あるいは大いなる未知の苦しみもない。

tapasanamtapahsthanammuninammananalayah/

bhakatnamviraktanamavasohrdayapriyah//17//

苦行者にとっては苦行の場所であり、修行者にとっては冥想の場所であ

る。

欲望のない信仰者にとっては心楽しむべき住処である。

phalamalasamaddhamyadguhagahvara §obhitam/prasamtaikantagambhlramahobrahmasamadhibhuh//

＼Z//

花や根に満ちており、洞窟や本立に飾られ

静寂で、全く深い。ああ、清浄なる三昧に柚芯しい地である。

naradauvaca

gaiigottarasyavaisistyamkimkasmadahvayastatha/

samvrttastasyakalyanastanmebruhyatmajanmanah//19//
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ナーラダは言った。

ガンゴーツトリーは素晴らしい。その素晴らしい名前は何に因んでのこ

とか、それを私に語られよ。

tanicasesatobrahmansrotumicchamitemukhat/

tvadanyansarvametadvaikovavettiviseaatah//21//

それを余すところなく、梵天よ。私はあなたの口から聞きたいのである。

あなたの他に、誰がその全てを余すところなく知っているというのか。

brahmovaca

sadhusadhutvayaprstamsrnumevacanammune/
●●●● ●● ●samksepatahpravaksyamiyatprstamgopyamuttamam//22//

梵天は言った。

善哉善哉、汝は問うた。私の言葉を聞くがよい、ムニよ。

簡潔に私は述べよう。問われた最高の秘密を。

garigottarasyamahatmyamadbhutamromaharsanam/

gopaniyamprayatnenadaivata 心mcadurlabham//23//

ガンゴーツトリーの縁起譚は、髪も逆立つほど未曾有のものである。

努めて守るべきものであり、神々にとっても得がたいものである。

rajan0vadavavaisyahstriyascabiihavoantyajah/

kaivalyamkamitarthamscalebhire'syanisevanat//24//

王たち、バラモンたち、ヴァイシヤたち、女たち、そして多くの下等な

生まれの者たちは、解脱と欲望の達成を得たのである、その［ガンゴーツ

トリー］への崇拝の故に。

gagopasevanamnanyadbhuktimuktiprasiddhaye/

kaleyakaletaddosadusitalasacetasam//25//

享受と解脱の達成のためには、ガンガーへの奉仕以外に道はなV

カリ紀において、その悪の除去を怠ける心の持ち主にとっては。

-
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gahgayadarsanampunyamgangayamavagahanam/

garigatlranivasascagaiiganamajaparcanam//26//

ガンガーを見ることはめでたいことである。ガンガーで沫浴することも。

ガンガーの岸辺に住することも。 力゙ンガーの名を唱え拝むことも。

g面翁甲bhov 砂uSa 印Spaljen 卯ip 卸的pra 如ddhyati/

峠面nh 吊papamok 舛yakamaSiddhyaicakaminam//27//

ガンガーの水、風に触れるだけで悪は清められるのである。

悪人にとつては悪からの

arttanamarttana §ayamoksasiddhyaietadarthinam/sarvesamsarvasiddhyaicagangaivasaranamkalau//28//

苦悩するものにとっては苦悩の消滅のために。解脱を求める者にとって

は解脱の成就のために。一一切の者にとっては一一切の成就のために。ガン

ガーはカリ紀における避難所である。

brahmaivaparamamsaksaddravarupenadhavati/

pumarthakaranarthaklgaiigetisubhasamjnaya//29//

実に最高ブラフマンは、眼前を河の流れとなって疾走する。

人間の目的を達成することを目的として。if シガーというめでたい名前で。

urddhvamurddhva 甲visnupadyamahatmyamatiricyate/tasmaduparyevayavacchakya

印sevetajahnavim//30//

さらにさらに、ガンガーの縁起譚は優れているのである。

それ故に、可能な限りガンガーに仕えよ。

uttarakhandamurddhayatsaksadgaiigodayalayah/

vaiSislyarnksetravaryasyatasyavaktavyamastikim//31//

ウッタラーカンドの最高地点、まさにそこからガンガーが流れ出るとこ

ろ、その素晴らしい土地がいかに卓越しているかが語られるべきである

というのか。
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面面atahitatogaiigetyabhidhananibabhuvaha/sagangabhumigoccandakhandascaryagatikrama//32//

そこから素早い流れが始まっているので、ガンガーと呼ばれるように

なったのである。

かのガンガーは、大地に到達し 素早く、一つのものとなるという素晴

らしい順序を持つ。

uttarabhimukhiyatraksetrevahativaisnav 丿tatastatksetramakhyatamgangottaramitiksitau//33//

ガンガーはその地において北(uttara ）を向いて流れるので、

それ故にその地は地上ではガンゴーツトリー(Ganga'^uttari）と呼ばれて

いるのである。

laksikrtyahiyatksetra甲svargaiigasvargalokatah/uttratyantariksadintasmadvatattathocyate//34//

あるいはまた、その地を目指して、天の世界から天界を流れるガンガー

が空界などを流れ落ちてきた、と言うので、それはそのように言われる

のである。

uttramsastugangayayadvayatravirajate/

tasmannaradatatksetramgangottramitismrtam//35//

あるいはまた、そこにおいてガンガーの上流部加わき出ている、

それゆえにナーラダ、その地はG と伝えられているのである。

yatragangamahabhagananyahparamadevatam/

tadvagagottaramnamapunyadhamaprakirtyate//36/

そこでは幸多 きガンガーが最高の神格であり、他のものはそうではな

かった。

それでそこがG という名の、めでたき聖地として称えられているのである。

vi§esenatuyatksetregangottaranasadhanam/bhavambudhestatovaetatksetramgangottaramsmrtam//37//
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しかるに、とりわけその地において、ガンガーが輪廻の海を渡りきるの

である。

それゆえにまた、その地がGとして伝えられているのである。

sthananyapicamukhyanisevitavyanimanavai/

^rnuputramahaksetretatratvamsraddhayanvitah//38//

また、人によって崇拝されるべき重要な場所があるのだ。

息子よ、聞け。この大いなる国において汝は信仰を具えたものであれ。

bhagirata砥layatutvayadrs州casevita/gangottaryamtutatsthanamsarvasmaduttamottamam/39//

汝が見て供養した「バギーラタの石」。G

においては、それが何ものよりも優れた場所である。

心 ＝● へz ‾●pancavarsasahasranipancavarsasatanica/atratepetapastjvramjirnaparnasanonrpah//40//5500

年もの問、そこで枯れ葉を食べる王が、恐ろしい苦行を修めたので

ある。

tatraevamsucira吊kalamtapyamanasyabhupateh ／siimadvarsmanivalmlkamsajatammahadadbhutam//41//l

● ・ ●
そこでそのように長い問苦行する王の、神聖なる肉体の上に、これまで

見たことのない大きな美しい蟻があった。

pracandatapasatasyasa 甲tusto'hamtadagratah/pratyaksibhuyabhupayavaramcatraivadattavan//42//

彼の凄まじい苦行に、その前で私は満足し、

眼前に姿を現じ そしてそこで王に恩典を与えたのである。

kal ㈲dakanyayasarddhamtatrasrijahnavisada//nivasatyatravaig

面gapujyatecayathavidhi//43//
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ヤムナー河とともに、そのときから聖なるガンガーが永遠にそこに存在

するのである。そして、ガンガーは規定に従って供養される。

garigacayamunacaivakanyayugmamsubhasuram/

nanalamkarasayuktammuktamanivibushitam//44//

ガンガーとヤムナーは美しく輝く姉妹であり、

それぞれの飾りをよくまとい、宝珠によって飾られていた。

sitasitasubhanigascacalatkundalasobhitam//

am稽umatputraputrasyababhuvaadhyaksagocaram//45//

［ガンガーとヤムナーの姉妹はそれぞれ］白と黒の美しい肢体を持って

流れ、耳飾りに飾られて、アンジュマットの孫（バギーラタ）の見ると

ころとなった。

yathapurvamtathadyapisarvadapimahatmanam/

tatpadapa 甲kajananyabhaktananibhaktacetakam//46//

［その姉妹は］かつてそうであったように 今日でも常に、大いなる心

を持つ者にとって、その足と蓮のごとき腰に専一・なる信仰を向ける者に

とっての、信仰の奴隷である。

dadatidarsanamtatrapunyadhamninasam §ayah/drsyatevicaradrupamdevadaruvanantare//47//

［その姉妹が］ここ、めでたい聖地において姿を現すのである。疑いなく。Devadaru

（松の一種）の森の中で、動く姿が見られる。

karnalambitatatamkakvanatkamcigunanvita/

susmitapadmapatraksisvarnasimhasanesthita//48//

耳には耳飾りを着け、上質の腰帯を鳴らしつつ、

美しくほほえみ、蓮の葉のような眼を持つ女が黄金の獅子座に立っていた。

anekastriparivrtasvetacchatropasobhita/

indradibhirlokapalairvijyamanasucamaraih//49//

-
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多くの女に取り囲まれ、白い傘に飾られて、

インドラなどの世界の守護者に囲まれ、美しい払子を持ち。

(81)

trailokyajananisaksattrailokyasyapidurlabha/

arkaputryasamamgamganityamatravirajate//50//

実に三界に生きる者の母にして、三界に生きる者にとってさえ得がたい

ものである。ガンガーはヤムナー河と共にここで常に輝くのである。

ahogangottantiirthasyasyamahatmyamadbhutam/

jahnavisadmanahsaksadbhagiratthatapobhuvah//^X//

ああ、この聖地ガンゴーツトリーの縁起譚は未曾有である。

ガンガーの地が目の前にあるっバギーラタの苫行の場所 も。

atrasnatvatugamgayamarcayitvacajahnujam/

sarvapapatpramuktovaimartyo'martyapada 甲vrajet//52//

そこでガンガーで沫浴して、ガンガーの水で口を漱ぎ、

一切の罪から解放されて、人は不死の境地を行くのである。

pitrbhyahpindadanadikriyay 押munisattama ！/tatsthanam

艇)bhanambhumausarvebhyascavisisyate//53//

祖霊へのピンダの献供等を執行するに当たっては、ムニの最上者よ。

その場所は素晴らしい。地上での一切のものより優れている。

nakalaniyamastatrapindadanadikarmasu/

divavayadivaratraukriyamkurvitamanavah//54//

その際ピンダの献供等を執行するに当たっては時間的な規定ははない。[]

中に、あるいは夜であっても、人は祭祀を執行すべきである。

namagotramsamuccaryayodadyatsradhamatravai/

svargamgacchantipitarastasyapatakino'piva//55//

名前とゴートラを言って、そこにシュラーツダを猷げる者は、

彼が罪人であったとしても、その祖霊は天界へ至るのである。
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havirdanancadevebhyoyadatrakurutenarah/

visistaphaladamviddhitatcadevamunesrnu//56//

人は神々に対してhavisを捧げるべきであるということ、

それは優れた果報をもたらすということ、それを知れ、聞け、天的なムニよ。

suvarnamkaladhautancagamannamprthivimtatha/

viprebhyoyatprayacc]lantitadatraasuphaladam//57//

黄金、金銀、そしてウシ、食物、また大地をバラモンに捧げること、そ

れはここで速やかに果報をもたらす。

varanasigayagarigadvaradibhyo'pikotisah/

phalamtatradhikamvindeddanadinamnasamsayah//58//
● ¶ ● ● ●

人はヅアーラーナシー、ガヤー、ハリドワールなどよりも、遥かに優れ

た果報をここで見いだすであろう。布施などには疑いがない。

kutragaiigottaritirtha甲kutrakasigayadaya ノpracandadyumaneragrekhadyotahkimprakasate//59//

ガンゴーツトリーの聖地はとこにあるのか。カーシー、ガヤーなどはどこか。

鋭い太陽光線の前で、蛍は光ることができるであろうか。

kasyadlnimahatirthanyatmasuddhyaibhajantihi/

murtimantimahaksetramdivaratramidammune//60//

姿を現したカーシーなどの大いなる聖地は、白身の清浄のために。

この偉大なる地に日夜仕えるのである。、

gaurikundammahatrithamtatsilayastuprsthatah/

devagamyammaharamyamdarsanatpapanasanam//61//

その［バギーラタの］石の後ろには、ガウリークンダという聖地がある。

神々に近く、おおいなる歓びに満ち、見るだけで罪が消減するのである。

kedaragaiigakedarasailasriigadvinihs 陽/yatrasrijahnusantatyasamgatapunyadayinl//62//
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ケーダール［ナート］の山の頂から、二つなからに流れ出るケーダール

ガンガーは、幸をもたらす者であり、聖なるJahnuの子孫（ガンガー）

と出会ったのである

sudarsanamtatragaiigapathahprapatanammune/

gabhlraninadamnityammahascaryamvidhayakam//63//

そこには素晴らしいガンガーの流れが落ちたのである、ムニよ。

妙なる音が常に響き、全く驚くべき様子である。

gaurisaksanmahesanisamvrtahisakhijanaih/

tatrasamkridaletasmadgarikundamnigadyate//64//

ガウリーとは実にパールヴァティー(MahesanI)であり、友人に囲まれて

いる。彼女はそこで遊ぶっそれゆにガウリークンダと呼ばれているので

ある。

gaurikantascavisvesahsaiikarahpramathadhipah

svasyabhutaganairyuktastatranityamvirajate//65//

ガウリーの夫は一切の主であり、シャンカラで、最高の王である。

彼は自らの脊唱を従えて、そこで常に君臨している。

setutarpanametasminpunyatirthevidhiyate//

tadvidhimsampravaksyamisrnumesraddhayanvitah//66//
● ● ● ・● ●

そ の め で た い 聖 地 に お い て 提 の 供 養 が 規 定 さ れ た 。

そ の 規 定 を 私 は 述 べ よ う 。 聞 け 、 信 仰 篤 き 者 よ 。

narikelatanivavalukahsetubandhanat/

abhyarcyavidhivattatrarudripathadinamune//67//

堤から砂がココナッツの木を運ぶ。

そこで規定通りに供養して。RudripatThaなどとともに ムニよ

kundetatrasamarpyatesraddhayatapasottamaih/

setutarpanametadvaimahapunyaphaladam//68//
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この［ガウリー］クンダにおいて、信仰により苦行者の最上者によって

参拝される。この提の供養は実に大いなるめでたき果報をもたらす。

yathoktavidhinatatayahkuryatsetutarpanam/

niskamascetpunarjanmatasyanasyannasamsayaH//69//

以上に述べたような規定によって提の供養をなすであろう者は、もし欲

望を持たないのであれば、彼は再び生まれることはない。疑いけないで

あろう。

sakamascetsadyaivavacchitarthamavapnuyat/

dhanyaudhanyahsamartyoyahsetumtarpayatidrsam//70//

もし欲望を持つならば、直ちに欲せられた対象を獲得するであろう。

このような提を供養する人は豊かとなる。

anyatcakathayisyamisrnumearaddhavamune/

gaiigottaryascayogangatoyamaniyanarada//71//

私は他のことを語ろう。私に聞け、信仰をもって。 ムニよ。

ガンゴーツトリーからガンガーの水を引いて。ナーラダよ。

bahirantah弓ucirnilyamsraddhavailsamsitavratah/padacarlsadacariprthvisayitathalpabhuk//72//

内も外も常に清浄で、信仰篤く、行い堅固にして、歩く者であり、正し

く行う者であり、大地に横たわり、そしてすこし享受する。

ramesvaremahaksetreramacandrenayatpura/

sthapitamsivaligamvaipujitamsarvadevataih//1%//

大いなる国、ラーメシユヅアラにおいて、ラーマチャンドラによって、

かつて現出せしめられたシヴァリンガは一切の神によって供養された。

abhisekenatalligamabhyarcayatimanavah/

vidhivatsaphalamtasj'asivasayujyamrcchati//74//

-

117



（85)

混頂によってそのリンガを供養する人は、規定通りに、その果報として

のシヴアとの合一を得るのであるっ

yajnabhuhpanduputranamumakundasyaprsthatah/

pavanipurupunyadhyadarsanadduhkhanasini//75//

ウマー（＝ガウリー）クンダの後ろに、パーンドゥの息子たちの祭祀の

場がある。清浄にして、多くの幸に満ちている。見るだけで苦が誠する

のである。

gotrahalyasamutpannapapasantyaitupandavah/

dvaipayanajnayabhijnahprapustripathagottaram//76//

圓 一］ゴートラの殺害が生じたという罪を鎮めるために パーンドゥ

の息子たちはドゥヅアイパーヤナの教えを思い出して、ガンゴーツト

リーヘやって来た。

tatragatvadaivayajnascatranirvartitomailan/

yathavidhanamastikyabuddhyadvijasahayakaih//11//

そこにきて、正しい信仰心によって、バラモンを助けとする者によって

規定通りに神への人規模な祭祀が執行された。

ahoramyamida 叩sthanavisalamanupadravam/mrtkskautanmakhocchistambhasmacadyapidrsyate//78//

● ● ●●● ●
ああ，この場所は喜ばしい，広大にして障りがない。土の巾にその祭の

残りの灰を今なお目にすることができる，

ekadasanamrudanarmavasoccasiloccayat/

nipatanti甲pasyagahgarudrapurvamsamipatah//79//H

のルドラの住処がある高い岩の固まりのすぐ近くに、ルドラを先とす

るガンガーを見よ。

visayasangicittaipvaikathamunnatimapnuyat/

alpistavartmanamandanirohativadhirohanim//80/
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対象に浸ってしまった心は、いかにして上昇を得るのか。

あたかも最小の行為によってゆっくりと階段を上るように。

itisancintyatirthanamdaivatancakalpanam/

tatratatrakrtamlokagurubhistattvadarsibhih//81//

と考えて、諸々の聖地の神々へのkalpanaが、そこここにおいて真理を

知る世師たちによってなされたのである。

asevitanividhivatsarvanietanitaihsvayam/

josayadbhiraholokamllokasamgrahakaribhih//82//

その全てが、儀軌通りに彼ら自身によって供養された。

agnikarmasunastesLinastecatapasiksitau/

kathamvadurbalomarty 的preyah 台reyascasadhayet//83//

火への諸々の祭祀が消え、地上に苦行がなくなったなら、弱き者人間は

いかにして愛と栄光を成就するというのか。

niskamasevayadevyahsamjatapunyasamhatih/

nibarhayativaipapa甲bahujanmasusa 甲citam//84//

女神ガンガーへの欲望なき奉仕によって幸の集まりが生じ、それは多く

の生において蓄えられた罪を滅するのである。

ragadicittadosascaksiyantetadanantaram/

dosaksayecabhagavadbhaktirjfianamcajayate//85//

その直後に貪欲などの心の悪が滅する。

そして悪が滅するとき、神への信仰と知が生じるのである。

anayasenamartyanamanarh ㈲ancanarada/lsabhaktiacamuktiscaksipramevaprasidhyati//86//

相応しくない人間に 乱 容易に、ナーラダよ、

神への信仰と解脱が直ちに達成される
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sarvatirthatapoyogasvadhyayarcanakirtanaih/

nihsreyasaphalammukhyamanyadapatikamphalam//87//

一切の聖地、苦行へのヨーガ、ヅエーダの学習、供養、讃歌によって、

至福が第一の果報である。他の随時現れる果報も［生じる］。

gudajihvikayanunambalavanmandabuddhayah/

tattatphalaihpravartyantetattatuttamakarmasu//88//

「砂糖の舌」の喩の通り、幼児のように愚かな者たちは、

あれこれの果報によって、あれこれの最高の行為を行う。

sarvamapatamadhuramahos 町lsarikaniphalam/anityamduhkhasambhinnamsubuddhibhirakamkistam//89//

輪廻の果報は、全てその場限りのものであり、甘くないものである。

無常にして苦に引き裂かれている。正しい理性を持つものは求めない。

tirthatanadisakalamkrcchrasadhyamsukarmayat/

kahkuryatksanikarthanamkrtemudhajanetarah//90//

よき行いというのは、聖地巡礼など、どれも為しがたい。

蹟罪によって成就する、一切のよき行い

lsvarapritirevatrapunyakarmapha]amnrnam/

nanyadbhavatubhavyanambhavasamkatamocani//91//

神の愛こそが、人間にとって、めでたい行為の結果である。

よき人にとっては生存の海から救い出す者であれ、そのほかではなく。

isvaralisarvajagatobhagavanbhaktavatsalah/

sevyo'hamnanusamsanjivastadupasevakah//92//

一切世界の主にして偉大なる者、信じる者を愛する者は供養されるべき

である。何となれば、私は輪廻する者であり、生きている。それを信仰

するものである。
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itidvailadhiyasamyagLipakramyaasevanam/

sarvamisaitiprajnamnirdvatamsadhayetbudh 油//93//

という疑いのある想いを伴って、正しく主へのsevana に到り、智者は一一

切が主であるという疑いのない智慧を成就するのである。

sarvambrahmetivijnanamsaksanmoksaekasadhanam/

hantahantehajantuna甲sahasakasyasiclhyati//94//

一切のものがbrahman であると知ることで、そのまま解脱を成就させる

のである。見よ、見よ。ここに人々にとって何か起こるというのか。

sarvambrahmetiakhandadhiryavannodetikutracit/

idambrahmetibuddhiryasakhandasavidhiyate//95//
● ●●
一切がbrahman である、という完全な知がどこにも現れない限りは、こ

れがbrahman である、という不完全なbuddhiが規定されている。

=f=ミ ● ●へ ＝lsavasyamidamsarva甲yatkincasacaracaram/bahujanmakrtabhyasadityesa

丿ayatematih//96//

この世界の一切は動く者も動かぬ者も、主に遍く満たされている。多く

の生を通じてなされたabhyaasaのゆえに。という、このような考えが生

じるのである。

dhunimvagravamurtivasthulamnopasitumksamah/

suksmatsuksmataramtattvamaisvaramvasmaretkatham//97//

河、巨大な石の姿を拝むことはない。

微細な上にもさらに微細なる神の真理を念じるのは何故か。

prakrtyasundara甲sthanamvastucavarjaka 甲prabh 的/darsanarhanacintasu

台resthamalambanammatam//98//

本質的に美しい場所とものは、主の慰めである。

主を見、崇拝し、思考するならば。
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nanavisayaviksiptamdustacittammanagapi/
● ● ・ ・●4isvarabhimukha

甲kuryadititirthadikalpana//99//

異なるものを対象とする混乱した悪しき心は少しであっても、イーシュ

ヴァラを第一一とするものとするべきである、というのが聖地を初めとす

る規定である。

sakaramIsarupamyatparoksamitidurgraham/

atimandadhiyamkificitpratlkatvenakalpayate//100//

美しい（姿を持った）主宰神の形は知られない、知りがたいのである。

愚かな知において、何かが象徴によって思念されるのである。

yenakenaprakarenavisvaggarnidrdhamcalam/

cittamekatrasamrundhyadanuksanavikalpakam//101//

あれこれのやりかたであちこち行く、堅固に、ふらふらと。

心は一所に

asadvrttipararncittanikuryatsadvrttiyatnatah/

tatonivrttikamkuryadititattvagatikram 約//102//

珀varovettivi§vatmasarvamsarvasyabhavanam/yadrsibhavanatadrkphalaficapipraycchati//103//

一切のアートマンたる主宰神は、一切のものの一切のbhavanaを知るの

である。bhavanaと同様な果報をもまた与えるのである。

tirthasevanal油kecidramakrsnadiyupasaya/japenatapasacanyeprarthanakirtanadibhih//104

或ものは聖地へのくようによって、ラーマやクリシュナへの崇拝によって。

低唱によって、また苦行によってするものもあり、信者の讃歌などによる

svadhyayabhyasatahkecicchastracintakramenaca/

pranayamenacapyanyedhyanayogenacapare//105//
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或ものはveda学習への専心により、また或ものは論書から知られる知

の次第によって、また或ものは制息によって、また別のものは禅定に

よって。

karmanusthanatahkeciddanasevadibhihpare/

ittham 稽varamaradhyaniskamah 乱)dhayantihrt//106//

或者たちは祭式の執行によって、また他のものは布施や奉仕などによって。

このように 主宰神を肢って、欲望無き者たちは心を浄化するのである。

vikalpasataviksiptamasuddha 甲citamanjasa/nirvikalpapadopantamgantumarhetkathamprabhoh//l'dl//100

もの念想に満ちて混乱した不浄なる心は直ちに

念想なき段階という終 わりへ行くことが相応しいのである。

nirmalamsuddhamekagramvicaranipunammanah/

vettisamyakparamtattvamavakmanasagocaram//108//

その心（manas ）は汚れなく、清浄で、一つところに集中しており、思

慮に長けており、言葉や心の対象とはならないような最高の真理をも正

しく知るのである。

註

巾 北面からはまさにシヅア神の「リンガ」を連想させる姿であるが、南面から

は双頭状の全く毀なった山容を見せる。現地のガイド等によると登ってはな

らない山とされているが、1974 年に登頂されている。cf.http;//yama-tabi.net/sekailOOym,

（2）沼田一郎「インドの川 司体社会と個人の宗教信仰についての実地調査」（束洋

人学東洋学研究所プロジェクト『束洋思想における個と共同体の関係の探求

（イ七表者・竹村牧男）]報 告書）

（3） 午前6 時 のutthapanna に は じまり、 午後9 時 のsayanaratiに至 る まで、 介計14

種類の勤行が予定されている。また、巡礼者・参拝者に対しては諸種の
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abhiseka やGagasahasranama 、Vedapatha など、多数の儀礼が用意されており、

それぞれに料金が定められている。(4)

境内 にはまさにこの石を祀ったとされる祠がある。(5)

こ のバギーラタ王の苦行の結果、ガンガーは地上に下降したとされている。(6)

注(3) 参照。(7)G

の威光の前では他の聖地は霞んでしまうことを太陽光線と蛍の光にたとえて

いるのである。
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